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　【
久
山
田
】

12

06

久
山
田
水
源
地
と
大
学
の
あ
る
風
景

　
総
事
業
費
の
４
分
の
３
に
相
当
す
る
１
０
３
万
５
千
円
の

寄
付
を
、
尾
道
出
身
で
大
阪
の
地
で
大
成
し
た
大
実
業
家
・

山
口
玄げ
ん
ど
う洞
翁
（
尾
道
市
名
誉
市
民
）
よ
り
得
て
、
大
正

時
代
の
末
に
尾
道
市
の
上
水
道
は
敷
設
さ
れ
た
。

　
久
山
田
水
源
地
（
堰
堤
が
国
の
登
録
有
形
文
化
財
）

に
は
、
記
念
碑
と
並
ん
で
玄
洞
翁
の
揮き
ご
う毫

に
な
る
碑
も

建
ち
、
長
く
そ
の
遺
徳
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

　
水
源
地
に
面
し
て
建
つ
の
が
尾
道
短
期
大
学
を
前
身
と

す
る
尾
道
市
立
大
学
（
開
学
当
初
は
尾
道
大
学
）
で
、

赤
レ
ン
ガ
調
の
色
合
い
に
あ
る
校
舎
が
水
面
に
美
し
く

映
え
、
絵
画
作
品
に
収
ま
る
よ
う
な
美
観
を
見
る
。

　
昭
和
25
年
（
１
９
５
０
）
に
国
文
科
、
翌
年
に
経
済
科

を
開
設
し
、
後
に
経
営
情
報
学
科
を
加
え
た
短
期
大
学
と

し
て
、
長
く
市
民
に
親
し
ま
れ
た
。

　
平
成
13
年
（
２
０
０
１
）
に
、
日
本
文
学
科
、

美
術
学
科
、
経
済
情
報
学
科
を
擁
す
る
４
年
制
大
学

へ
と
一
新
し
、
今
に
至
る
。
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　【
栗
原
】

18

09

栗
原
川
改
修
記
念
碑
～

　
国
道
１
８
４
号
線
に
沿
い
、
祇
園
橋
を
経
て
尾
道
水
道

へ
と
流
れ
る
栗
原
川
―
元
々
は
栗
原
本
通
り
側
に
流
れ
て

い
た
と
い
う
歴
史
も
遠
い
昔
の
昔
話
。
そ
の
歴
史
を
静

か
に
伝
え
る
の
が
、
宮
前
橋
手
前
（
南
側
）
の
本
通
り

沿
い
に
建
つ
「
栗
原
川
改
修
記
念
碑
」
で
あ
る
。

　
本
通
り
に
沿
っ
て
本
四
ビ
ル
西
側
の
高
架
の
位
置
へ

流
れ
た
旧
栗
原
川
は
、
ま
と
ま
っ
た
雨
に
な
る
と

す
ぐ
に
氾
濫
を
生
じ
る
天
て
ん
じ
ょ
う
が
わ

上
川
で
、
そ
れ
に
応
じ
て
嵩か

さ

上
げ
さ
れ
た
堤
防
も
限
界
に
達
す
る
に
至
り
、
流
路
の

変
更
、
即
ち
川
の
流
れ
を
変
え
る
と
い
う
一
大
事
業
が

着
手
さ
れ
る
事
と
な
っ
た
。
そ
の
発
起
は
大
正
10
年

（
１
９
２
１
）
に
遡
り
、
当
時
は
尾
道
と
合
併
す
る

以
前
の
栗
原
村
の
時
代
で
あ
っ
た
。

　
着
工
ま
で
に
は
長
ら
く
時
間
を
要
し
、
昭
和
４
年

（
１
９
２
９
）
４
月
に
工
事
が
始
ま
り
、
同
６
年

（
１
９
３
１
）
２
月
に
完
了
す
る
。

　
工
事
費
用
に
あ
っ
て
は
国
・
県
か
ら
の
補
助
を
得
て

い
な
い
な
ど
、
ま
さ
に
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ｘ
」
並
み
の

そ
の
舞
台
裏
が
察
せ
ら
れ
て
く
る
。
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　【
栗
原
】

20

10

一
夜
橋
の
宮
前
橋

　
栗
原
川
の
流
路
変
更
史
を
伝
え
る
今
一
つ
に
、

記
念
碑
か
ら
程
近
い
宮
前
橋
が
あ
る
。

　
宮
の
前
は
栗
原
村
の
氏
神
・
烏う

す

い
須
井
八
幡
神
社

（
栗
原
八
幡
宮
）
の
門
前
を
示
す
通
称
で
、
バ
ス
の

停
留
所
名
に
も
そ
の
名
が
見
え
、
そ
の
昔
に
あ
っ
て

は
こ
の
前
を
往
来
し
た
尾
道
鉄
道
の
停
車
駅
の
名
前

と
し
て
も
用
い
ら
れ
た
。

　
氏
神
様
へ
の
参
道
入
口
に
架
か
る
太
鼓
橋
を
思
わ

せ
る
宮
前
橋
だ
が
、
元
々
は
こ
こ
か
ら
遥
か
南
の

三
軒
家
～
天
満
町
界
隈
に
架
か
り
、
石
橋
以
前
は
土
橋

で
あ
っ
た
と
伝
え
る
。

　
そ
の
往
時
（
土
橋
）
の
姿
は
浄
土
寺
所
蔵
の
「
尾
道

絵
屏び
ょ
う
ぶ風

」
（
安あ

ん
え
い永

３
年
〈
１
７
７
４
〉
尾
道
市
重
要

文
化
財
）
の
中
に
も
描
き
出
さ
れ
て
お
り
、
西
国
街
道

の
沿
線
上
に
位
置
す
る
橋
で
も
あ
っ
た
。

　
西
国
街
道
時
代
の
逸
話
と
し
て
、
水
害
で
橋
が

崩
落
し
た
際
、
参
勤
交
代
の
行
列
を
通
す
為
に
大
急
ぎ

で
復
旧
さ
せ
、
そ
れ
が
一
夜
の
内
に
と
い
う
神
業
か
ら

一
夜
城
な
ら
ぬ
「
一
夜
橋
」
と
の
異
名
も
あ
っ
た
ら
し
い
。
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　【
高
須
・
久
保
】

62

31

防ぼ
う
じ地

峠
の
藩
境
碑

　
江
戸
時
代
、
各
藩
の
国
境
を
往
来
す
る
人
々
を
監
視

し
た
番
所
の
現
存
遺
構
は
全
国
に
僅
か
３
例
し
か

な
く
、
一
つ
は
土
佐
藩
の
立
川
番
所
（
高
知
県
長

岡
郡
大
豊
町
）
、
も
う
一
つ
は
丸
亀
藩
の
番
所
（
香
川
県

三
豊
郡
豊
浜
町
に
所
在
し
た
が
高
松
市
内
移
築
）
で
、

そ
し
て
今
一
つ
が
尾
道
市
高
須
町
の
西
端
、
久
保
町
と
の

境
、
防
地
峠
の
上
に
位
置
す
る
防
地
番
所
跡
に
な
る
。

　
防
地
番
所
は
広
島
藩
と
福
山
藩
の
藩
（
国
）
境
番
所

で
、
広
島
藩
側
の
遺
構
は
残
ら
な
い
が
、
東
の
福
山

藩
側
の
建
物
遺
構
が
現
存
し
て
い
る
（
個
人
所
有
）
。

　
番
所
建
物
の
特
徴
は
平
屋
で
横
に
長
い
と
こ
ろ
で
、

こ
れ
は
往
来
す
る
人
々
を
良
く
見
通
す
為
と
い
う
。

　
防
地
番
所
の
建
物
は
、
後
の
時
代
に
人
が
暮
ら
す
住
居

と
し
て
利
用
さ
れ
た
が
や
が
て
空
き
家
と
な
り
、
老
朽
化

を
見
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
平
成
の
半
ば
頃
か
ら
保
存
運
動
が
始
ま
り
、
文
化
財

と
し
て
の
調
査
も
見
ら
れ
た
が
、
文
化
財
指
定
に
は

至
っ
て
い
な
い
。

　
傍
を
走
る
道
路
を
挟
み
、
東
西
に
そ
れ
ぞ
れ
の
藩
境

を
示
す
記
念
碑
が
建
つ
。
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